公共施設等の最適な経営管理（ファシリティマネジメント）に関する取組みについて



■　令和元年度　総量最適化・有効活用に関する施設の点検・検討結果


· 大阪府は、「大阪府ファシリティマネジメント基本方針」（平成２７年１１月）に基づき、所有する公共施設等について、将来の利用需要に応じた総量の最適化や有効活用を図ることとしております。このため、令和元年度は築後２５・５０年目の延床面積１千㎡以上の24施設を対象に、その劣化（老朽）や有効活用の状況の点検を行い、その結果は次のとおりです。

　　　　＜点検対象施設＞
	区分
	施設数
	棟数
	延床面積（㎡）

	庁舎（本庁舎、保健所等）
	8
	27
	202,315.69

	学校
	7
	173
	104,175.68

	警察施設
	5
	33
	21,395.31

	その他（公の施設等）
	4
	25
	39,619.72

	合計
	24
	258
	367,506.40



＜点検結果＞
点検の結果、
Ⅰ　　施設の老朽化が進んでおらず、有効活用されているものは計画的な改修（予防保全）しながら「維持」することとしました。
Ⅱ　　有効活用されているが、狭隘化しており、通常の維持・修繕を加えても安全性や府民サービスを確保できない状態であり、
費用縮減などが実現できるものは、移転のうえ「建替え」することとしました。
Ⅲ　　施設の老朽化が進んでおらず、施設に空きスペースがあるものは他の施設を集約し、「有効活用」に取り組むこととしました。









劣化度
Ⅲ（有効活用）
Ⅳ(撤去・廃止)
tekkyo
Ⅱ（建替え）
・咲洲庁舎、新別館
・保健所(池田、四條畷、泉佐野、藤井寺)
・学校（桜塚高等学校 他５校）
・近つ飛鳥博物館
・警察待機宿舎(泉佐野①単身寮 他１)
・吹田警察署、淀川警察署
・和泉警察署
Ⅰ（維持）
・こころの健康総合センター
有効活用度

優



高

低




劣

[bookmark: _GoBack]【継続協議】　　5施設


区分
施設数
棟数
延床面積（㎡）
Ⅰ　維持
17
179
313,003.56
Ⅱ　建替え
1
20
3,981.82
Ⅲ　有効活用
1
2
3,350.08
Ⅳ　撤去・廃止
0
0
0
継続協議（点検結果が出るまで事後保全）
5
57
47,170.94
合計
24
258
367,506.40





　　　　
　　　　　


　　　　　　

・上記以外の施設についても、必要性や有効活用の状況等、37施設の点検を行いました。
・点検結果の詳細については、財産活用課のHPをご覧ください。
「大阪府ファシリティマネジメント基本方針」の取組み状況：http://www.pref.osaka.lg.jp/kanzai/fm_kentoukekka/index.html

